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ア
ジ
研
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
を
随
時
発
行
中

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
二
〇
一
二
年
よ
り
、
政
策

や
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
政
策
提
言
・
政
策
判
断
の
基
礎
的
材

料
と
な
る
付
加
価
値
の
高
い
分
析
に
基
づ
く
研
究
成
果

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
、「
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
」

を
随
時
発
行
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年

六
月
に
発
行
さ
れ
た
二
本
を
、
簡
潔
に
紹
介
し
ま
す
。

№ 

65
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
加
盟
条
項
： 

新
規
加
盟
は
本

当
に
開
か
れ
て
い
る
の
か
」（
浜
中
慎
太
郎
／

二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日
発
行
）

　

今
年
二
月
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｔ

Ｐ
）
が
署
名
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
本
ポ
リ

シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
つ
い
て
、「
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
」
に
着
目
し
た
考
察
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
長
期
的
影
響
が
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
拡
大
等
が
フ
ァ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
と
な
る
こ
と

は
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
自
体
を

深
く
掘
り
下
げ
て
論
考
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
本
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
で
は
、
過
去
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
お
け
る
複
数
の
成
功
事
例
や
失
敗
事
例
を
具
体
的

に
挙
げ
な
が
ら
、
Ｔ
Ｔ
Ｐ
に
お
い
て
真
に
開
か
れ
た
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
論
じ
て
い

ま
す
。

　

本
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
で
は
、
要
点
と
し
て
以
下

の
三
点
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
①
多
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
加

盟
条
項
を
有
す
る
一
方
で
実
際
に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が

拡
大
し
た
例
は
希
少
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
加
盟
条
項
を

有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
拡
大
を
期
待
す
る
の
は
時
期
尚

早
、
②
す
べ
て
の
既
加
盟
国
が
様
々
な
段
階
で
拒
否
権

を
発
動
で
き
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
新
規
加
盟
は
極
め

て
困
難
、
あ
る
い
は
マ
ラ
ソ
ン
交
渉
と
な
る
、
③
加
盟

に
反
対
す
る
国
と
新
規
加
盟
国
の
間
で
協
定
を
発
行
さ

せ
な
い
状
態
で
の
加
盟
を
認
め
（
事
実
上
の
選
択
的
離

脱
）、
拒
否
権
を
発
動
せ
ず
に
済
む
運
用
と
す
る
（
選

択
的
離
脱
を
明
示
的
に
認
め
て
い
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
実
在
す

る
）。

№ 

66
「
ア
ジ
ア
初
の
国
連
『
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
』

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
六
が
開
催　
先
進
国
・

成
熟
国
と
し
て
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
日
本

の
責
任
」（
山
田
美
和
／
二
〇
一
六
年
六
月
二
九

日
発
行
）

　

二
〇
一
一
年
、
国
連
人
権
理
事
会
に
お
い
て
、
日
本

を
含
む
参
加
国
が
全
会
一
致
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に

関
す
る
国
連
指
導
原
則
」（
以
下
、
指
導
原
則
）
を
承

認
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
本
ポ
リ

シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
の
執
筆
者
で
あ
る
山
田
美
和
研
究
員

（
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関

す
る
研
究
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
度
は
、

「
新
興
国
に
お
け
る
企
業
活
動
と
人
権
リ
ス
ク
に
関
す

る
調
査
・
啓
発
な
ら
び
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
策
定
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事

業
」
と
題
す
る
政
策
提
言
研
究
会
が
、
同
研
究
員
を
主

査
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
関
係
省
庁
と
連
携
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
連
で
は
、
前
述
の
指
導
原
則
を
い
か
に
実
行
し
て

い
く
か
を
議
論
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
ア
ジ

ア
地
域
で
初
と
な
る
ア
ジ
ア
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ド
ー

ハ
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
本

ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
な
か
で

強
調
さ
れ
た
点
と
し
て
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
て

い
ま
す
。
①
人
権
尊
重
こ
そ
が
持
続
的
発
展
の
基
礎
と

な
る
、
②
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に

は
、
政
府
の
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
積
極
的
な
関
与

が
必
要
と
な
る
、
③
国
別
行
動
計
画
（
Ｎ
Ａ
Ｐ
）
の
作

成
に
は
、
政
府
、
企
業
、
市
民
社
会
等
に
よ
る
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
与
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、

各
国
の
実
情
に
あ
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｐ
を
検
討
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本
企
業
の
取
り
組

み
、
課
題
、
日
本
政
府
へ
の
提
言
を
議
論
す
る
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
主
催
し
ま
し
た
。
本
ポ

リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
で
は
、
そ
の
場
で
の
報
告
と
議
論

を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
の

課
題
に
お
い
て
、
先
進
国
・
成
熟
国
と
し
て
日
本
が
果

た
す
べ
き
役
割
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
二
本
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
ポ
リ
シ

ー
・
ブ
リ
ー
フ
は
、
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
研
究
所
で
は
、
今
後
も
機
動
的
な
発

行
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

(http://w
w
w
.ide.go.jp/Japanese/Publish/

D
ow
nload/PolicyBrief/A

jiken/

）

（
文
責
：
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

荒
木
慶
太
郎
）
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